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＜連絡事項＞
・インフルエンザ罹患時の対応：
罹り付けの内科受診でも可能ですが、当院での発熱外来でも対応可能です。
・2/15、西病棟から患者様1名転入予定です。
＜患者様連絡事項＞
・三浦　みよ子様～14：00青山荘入所準備が整った為、退院となっています。
　　　　　　　　　退院後、青山荘から連絡あり。本人の荷物からスティックシュガーが多数見つかり、おやつも160kcalと情報を受けていたが守っていた様子はないとの事。食事制限も行っていた方である為、入院中から看護介入をしっかりと行ってほしいと苦情受けています。

・松田　健様～本日、地域生活定着支援センタースタッフ付添で外出しているが、外出先から入電。自宅に衣類は無く、銀行でお金を引き落とした後から、衣類の買い物をしたいと訴えているとの事。昼食の為帰院を促しても応じず、昼食を抜いてでも買い物をしたい、役所に生活保護のお金を受け取りに行きたいと訴えている為、対応に困っていると連絡あり。今回は自宅に衣類があった場合は持って来ていただきたい事と、現金の引き出しのみである事を伝えている事を説明後、終話している。昼食時に帰院せず経過する。
　　　　　　　帰院時、自宅から衣類8着持参。自宅に届いていた郵便物を整理して持参されている。現金は、通帳から27,000円引き下ろして、弁当代486円使用し残金を持参している。自宅のガス・水道・電気は止める手続きを行い、ガス代は通帳から引き落とし済み。 

法テラスにて債務整理の相談を行っている。

財産差し止めは解除されており、競売にかけていた自宅は、買い手が付くまでは住むことは可能。しかし、自宅の様子としては住むことは現実的ではない為、施設入所を検討していく。自己破産の手続きは病院退院後に進めて行く事となり、必要書類を持参されている。 

法テラスから治療を優先して良いと話しがあったとの事で、地域生活定着支援センタースタッフから退院の目途はいつくらいになりそうか質問受ける。

入院当初の話として、施設検討し入所が決まるまでの入院と話しがあった事、施設入所と言っても直ぐに決まる話ではない為、退院先をご検討いただきたい事をお伝えしている。
＜要注目患者様＞
・小笠原文人様～奇異行動や多弁さはなく行動落ち着いているが、動作緩慢。日課への

支障は見られない。

























・高橋　義明様～ニヤツキ・独語はあるが、介入時の易怒性なし。ゴミを物色する様子見られるが指摘にて制止できている。
・畑中　成夫様～特定女性患者様を気にかける行動はなく、日課の取り組みにも支障なし。対応時の妄想発言も目立たない。
＜馬渡Dr診察・担当患者様検討＞

・神田　直樹様～今月中にグループホームの宿泊体験を組んでから、施設入所を進めて行くことを主治医から説明受けている。主治医からも日程の連絡が入り次第調整するよう指示受ける。デイケア利用については、本人が転院を希望するなら当院のデイケアではない施設を調整するよう指示あり。

本日午後から診察があることを理由に、プログラムに参加せず診察を待っていた状況について、主治医からプログラム参加を優先して診察時のみ抜けるよう指導。

本人からピアスの使用希望があるが、入院中は紛失して他者トラブルとなったり、化膿等の炎症症状が出現する可能性もあるため、退院後に使用するよう指導受けている。
・寺井　恵利子様～幻聴は減少傾向にあり、2～3日/回の頻度まで減少。食事に対しても気にならなくなったと話す。眠気は午前中に強い傾向にあるが、プログラムの参加はできている。処方は同内容継続。

主治医から、退院すると病状悪化する傾向にあるため、施設で1年ほど様子を見てから自宅へ戻る等、生活状況に合わせて、退院先を検討していくよう指示あり。
・阿部　文香様～3月に施設見学を予定している事を伝える。失禁の回数は減少してきている。12月から月経がない事を気にしており、服薬の影響もあるため様子を見るよう説明している。
＜深澤Dr診察情報＞
・平　京子様～アーク保証会社の書類が自宅アパートに届く為、外出予定である事を本人が主治医へ説明。また、開放病棟生活にも慣れてきたと話し、不満や不安感の表出はない。
・下妻　康貴様～主治医来棟し診察実施。本人から入居施設場所は八戸市内、Ａ型・Ｂ型就労ではなく障害者雇用を希望している事、気分は安定し苛々感はないと。また、父様が骨折して日赤Ｈｐに入院していることを主治医へ説明。主治医より、Ａ型・Ｂ型を飛び越して障害者雇用は困難な事と障害者雇用自体が少ない事を挙げ、本人納得。担当スタッフへ、本人希望に沿った施設を複数個所ピックアップし、受入れ状況について、近日中に報告をあげる様指示受ける。

